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こ
の
度
は
、

お
子
様
の
高
等

学
校
へ
の
御
入

学
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歴
史
に
も
残

る
よ
う
な
大
変
な
２
０
２
１
年
を
、

受
験
生
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
新
入
生

の
皆
様
を
、
見
守
り
支
え
て
こ
ら
れ

た
御
家
族
の
皆
様
の
お
慶
び
は
ひ
と

し
お
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
加
え
自
然
災
害
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
迅
速
な
対
応
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
は
、
何

よ
り
も
健
や
か
に
生
き
抜
き
、
人
生

を
豊
か
に
切
り
拓
く
力
が
大
切
で

す
。
新
入
生
の
皆
様
に
は
、
様
々
な

変
化
や
困
難
を
前
向
き
に
捉
え
、
解

決
し
た
り
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
り
、

時
に
は
受
け
流
し
、
逃
げ
る
力
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
物
事
を
前
向
き
に

捉
え
、
豊
か
な
高
校
生
活
を
過
ご
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
始
ま
る
３
年
間
は
、
お
子

様
の
将
来
の
方
向
性
を
決
め
る
大

切
な
時
期
で
す
。
義
務
教
育
時
代

に
身
に
付
け
た
知
識
・
技
能
を
さ
ら

に
専
門
的
に
深
め
て
い
く
の
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
学
習
環

境
の
充
実
や
部
活
動
の
支
援
と
と
も

に
、
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
見

守
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
の

皆
様
方
の
各
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

へ
の
御
支
援
、
ま
た
愛
知
県
公
立
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
に
、

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
の

お
子
様
の
高
校
生
活
が
実
り
多
く
豊

か
な
も
の
に
な
り
ま
す
事
を
願
い
、

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、

お
子
様
の
高
等

学
校
へ
の
御
入

学
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
入
試
を
終
え
、
晴
れ
て
入
学
さ

れ
た
お
子
様
と
、
勉
学
に
励
む
様
子

を
見
守
り
支
え
て
こ
ら
れ
た
御
家
族

の
皆
様
に
は
お
喜
び
も
ひ
と
し
お
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
「
予
測
困
難
な
時
代
」
が
現
実
の

も
の
と
な
り
、
技
術
革
新
も
相
ま
っ

て
社
会
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

を
し
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
に
お
い

て
、
今
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
「
新

学
習
指
導
要
領
」
で
は
、
生
徒
一
人

一
人
が
資
質
や
能
力
を
育
み
、「
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」
に
成
長

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
子
様
に
は
、
高
校
生
活
に
お
い
て

学
び
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
行
事

や
部
活
動
な
ど
多
く
の
経
験
を
通
し

て
、
他
者
を
尊
重
し
、
多
様
な
人
々

と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
の
変

化
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

興
味
・
関
心
が
あ
る
こ
と
に
取
り
組

む
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
良
さ
や

可
能
性
を
信
じ
て
い
た
だ
き
、
大
き

く
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

県
立
学
校
で
は
、一
層
の
魅
力
化
・

特
色
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
高

等
学
校
で
は
、先
ご
ろ
策
定
し
た「
県

立
高
等
学
校
再
編
将
来
構
想
」
に
よ

り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、
地

域
の
期
待
に
応
え
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別

支
援
学
校
で
は
今
春
「
に
し
お
特
別

支
援
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
全
て
の
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
利
活
用
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

県
は
、
こ
れ
ら
教
育
施
策
に
全
力

で
取
り
組
む
所
存
で
す
が
、
お
子
様

の
成
長
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
こ
に
保
護
者
の
皆
様
の
学
校
及
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
御
支
援
、
地
域
の

教
育
力
向
上
へ
の
お
力
添
え
を
お
願

い
致
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
の
お
子

様
の
学
校
生
活
が
実
り
多
く
豊
か
な

も
の
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し

上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

　
保
護
者
の
皆
様
へ

　
　

愛
知
県
教
育
委
員
会

委　

員　

佐　

　々

憲　

一

　
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
へ

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

副
会
長　

佐　

野　

仁　

信
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県
教
育
委
員
会
は
、
お
子
さ
ま

が
新
し
い
環
境
に
適
応
し
、

有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
て
学
校
教
育
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に

　

新
し
い
時
代
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
は
、
高
い
志
や
意
欲
を
持
ち
、

他
者
と
協
働
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
し
、
未
来
を
切
り
開
く
力
を
身
に

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
学

校
で
は
、
こ
う
し
た
力
を
育
て
る

た
め
に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
指

導
方
法
の
工
夫
改
善
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
も
、
国

際
理
解
教
育
や
、
科
学
技
術
教
育

の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
事
業
な

ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
か
ら

の
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を

育
成
す
る
学
校
の
取
組
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
、
他
者
を
認

め
、
思
い
や
る
心
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
時
に
は
、
人
間
関

係
で
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、
道
徳

教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置

す
る
な
ど
、
教
育
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
、
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

情
報
化
社
会
を
生
き
る
た
め
に

　

情
報
通
信
機
器
の
急
速
な
進
歩

と
普
及
は
、
生
活
に
利
便
性
を
も

た
ら
す
一
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
犯

罪
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
も
生
ん
で
い
ま
す
。
県
教

育
委
員
会
で
は
、
情
報
端
末
を
活

用
し
た
教
育
活
動
の
充
実
を
目
指

す
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
諸
問
題
に
速
や
か
に
対
応
す

る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
お

子
さ
ま
が
情
報
通
信
機
器
を
適
切

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
の
職
業
生

活
に
つ
い
て
自
分
自
身
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
ち
、
自
己
実
現
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
各

学
校
で
は
、
教
育
活
動
全
体
を
通

じ
た
系
統
的
か
つ
計
画
的
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、
望

ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
養
い
、

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
必
要
な

能
力
・
態
度
を
育
て
る
た
め
の
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、
成

年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
お
子

さ
ま
の
自
立
心
の
育
成
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。　

　

全
て
の
お
子
さ
ま
が
笑
顔
で
高

校
生
活
を
送
り
、
心
身
と
も
に
健

や
か
な
若
者
と
し
て
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　令和３年度に実施（予定）さ
れた県内各地区の活動状況は下
記のとおりです。
　毎年各地区においては、多く

の会員の参加を得て、講演会、研究発表、シンポジウム等の
内容で地区内の会員の親睦を図るとともに、各単位PTAの活
動状況を見直し、会員相互の意思疎通の場として盛大に開催
されておりましたが、今年度も新型コロナウィルス感染症の
感染拡大に伴い、規模の縮小や開催中止という結果になりま
した。

令和3年度令和3年度
地区研修会
実施概要
地区研修会
実施概要

保
護
者
の
皆
様
に

保
護
者
の
皆
様
に

愛
知
県
教
育
委
員
会 

高
等
学
校
教
育
課

地区名 担当校 年月日 会場 参加人員 時 間 概要

名
　
　
　
瀬

名
北

千　　種
Ｒ4．1．28（金）
【中止】

※後日動画配信
ルブラ王山 －

13：50
～

16：00

研究発表：千種高校
講　演：「今どきスマホ世代の効果的なほめ方・叱り方」
　　　　　　株式会社エスケイケイ　ヒューマンリソースアドバイザー
 加藤　雅章　氏

名
南

熱　　田
Ｒ4．1．26（水）
【中止】

※後日資料配布
名古屋市瑞穂文化小劇場 －

13：00
～

15：35

講　演：「親子のコミュニケーションに役立つ“利き脳”という処方箋」
　　　　　　一般社団法人コミュニケーション協会 代表理事　鈴木　崇司　氏
活動発表：瑞陵高校、中村高校

尾
東

春 日 井 Ｒ4．1．28（金）
※後日動画配布

尾張旭市文化会館
あさひのホール 約40名

13：30
～

15：45

講　演：「これからの未来を担う子どもたちへ～私たちにできること～」
 臨床心理士、公認心理師　堀　英太郎　氏
活動紹介：瀬戸高校

尾　張 稲 沢 東 Ｒ3．5．12（水）
【中止】

名古屋文理大学
文化フォーラム －

14：00
～

16：00
講　演：「当たり前の実践で子どもを育てる」
　　　　　　　有限会社ゴーアヘッドジャパン 代表取締役　遠藤　友彦　氏

知　多 桃　　陵 Ｒ3．10．29（金） 東海市芸術劇場大ホール 201名
14：00
～

16：10
講　演：「大人が笑えば子どもは笑う」
　　　　　　有限会社プレジャー企画 代表取締役社長　大棟　耕介　氏

西三河 一　　色 Ｒ3．10．27（水） 安城市アンフォーレ 162名
14：00
～

16：00
講　演：「～自らの素質を生かし、花ひらく～」
　　　　　　等身大株式会社 代表取締役・エンターテイナー・講演家　ＶＩＴＡ　氏

東三河 豊橋商業

Ｒ3．5．17（月） 豊橋商業高等学校 19名
14：15
～

15：00
役 員 会
＊総会は書面決議、講演会は11月9日（火）に延期した。

Ｒ3．11．9（火） ライフポートとよはし 134名
13：30
～

15：00

講　演：「心のバリアフリー　～私たちにできること　私たちらしく～」
　　　　　　車いすを楽しむ会 会　長　鈴木より子　氏
 副会長　宮副　幸子　氏
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

愛
知
県
豊
橋
市
出

身
。
中
京
女
子
大
学
短

期
大
学
部
（
現　

至
学

館
大
学
）
卒
業
後
、
平

成
21
年
度
に
豊
橋
市
消

防
本
部
に
就
職
。
４
月

か
ら
半
年
間
、
愛
知
県

消
防
学
校
に
入
学
し
、

消
防
職
員
と
し
て
の

基
本
知
識
、
技
術
を
学

び
、
現
場
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
７
年
間
現
場

で
災
害
活
動
に
従
事

し
、
そ
の
後
、
日
勤
業

務
に
就
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
豊
橋
市
役
所

防
災
危
機
管
理
課
で
、

防
災
啓
発
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

女
性
が
様
々
な
職
種

に
進
出
し
、
い
ろ
ん
な

場
面
で
の
活
躍
を
目
に

す
る
こ
と
も
増
え
、
女

性
消
防
士
が
当
た
り
前

の
世
の
中
に
な
っ
て
き

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

名
古
屋
市
出
身
。
名

古
屋
市
立
大
学
経
済
学

部
卒
業
。
大
学
入
学
と

同
時
に
公
認
会
計
士
試

験
の
勉
強
を
開
始
し
、

大
学
２
年
夏
の
公
認

会
計
士
試
験
に
合
格
。

そ
の
後
、
大
学
在
学
中

は
有
限
責
任
監
査
法
人

ト
ー
マ
ツ
へ
非
常
勤
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し

た
の
ち
、
卒
業
と
同
時

に
同
法
人
へ
正
社
員
と

し
て
就
職
。
現
在
は
主

に
上
場
会
社
等
の
財
務

諸
表
監
査
へ
従
事
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

高
校
入
学
時
か
ら
私

は
〝
Ｉ
Ｔ
に
強
い
公
認

会
計
士
に
な
る
〞
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
学
科
は
経

理
科
を
選
択
し
、
部
活

動
は
情
報
処
理
部
へ
入

部
す
る
こ
と
で
会
計
と

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
、

ま
だ
ま
だ
世
間
に
は
浸
透
し
て
お

ら
ず
、
時
た
ま
「
女
性
職
員
は
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
だ
け
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

と
い
う
声
も
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
自
身
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
体

を
動
か
す
の
が
好
き
で
、
中
学
か

ら
現
在
ま
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
、
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
の
み
の
仕
事
を
選
ぶ

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
、

女
性
の
消
防
枠
へ
の
採
用
が
増
え
、

現
場
で
の
勤
務
に
必
要
な
ト
イ
レ

や
浴
室
、
仮
眠
室
と
い
っ
た
設
備

が
整
備
さ
れ
て
い
る
消
防
本
部
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
消
防
は

男
性
だ
け
の
職
場
で
は
な
い
、
女

性
が
目
指
し
て
も
い
い
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
に
は
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
男
性
の
力
に

は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
一
工
夫
す

る
こ
と
で
隊
の
一
員
と
し
て
し
っ

か
り
働
く
こ
と
も
出
来
る
と
思
い

ま
す
。
現
場
だ
け
で
な
く
、
日
勤

業
務
も
消
防
業
務
の
重
要
な
一
つ

で
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
道
を
極
め

る
こ
と
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｔ
ど
ち
ら
も
学
べ
る
環
境
へ
身

を
置
き
、
自
分
を
厳
し
く
律
し
な

が
ら
効
率
的
に
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
高
校
在
学
中
に
会

計
分
野
で
は
日
商
簿
記
１
級
の
合

格
、
Ｉ
Ｔ
分
野
で
は
情
報
処
理
全

国
大
会
で
の
優
勝
、
並
び
に
各
種

Ｉ
Ｔ
国
家
資
格
の
取
得
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
計
の
知
識
を
深
め

る
だ
け
で
な
く
、
経
営
や
経
済
、

語
学
な
ど
も
学
ぶ
た
め
に
大
学
へ

進
学
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
公
認
会
計
士
の
独
占

業
務
で
あ
る
財
務
諸
表
監
査
に
従

事
し
、
上
場
会
社
等
の
財
務
諸
表

が
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
監
査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
で
会
社
の
会
計
に
関
連
す

る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
検

証
す
る
業
務
や
、
大
量
の
会
計
デ
ー

タ
を
加
工
・
分
析
・
検
討
す
る
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
業
務
に
も
従
事
し

て
お
り
、
高
校
入
学
時
か
ら
の
夢

で
あ
る〝
Ｉ
Ｔ
に
強
い
公
認
会
計
士
〞

　

命
の
最
前
線
で
働
く
と
い
う
こ

と
は
時
に
悲
惨
な
光
景
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
方
に
感
謝

し
て
い
た
だ
け
る
素
敵
な
仕
事
で

す
。
高
校
卒
業
後
、
大
学
卒
業
後

の
就
職
先
を
考
え
る
時
の
選
択
肢

に
加
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

に
な
る
た
め
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
地
元
の
中
小
零
細

企
業
に
対
し
て
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
す
る
会
社
を
自
ら
立
ち
上

げ
、
業
務
の
効
率
化
や
高
度
化
な

ど
の
Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
を
大
小
関
わ
ら

ず
全
て
の
企
業
が
受
け
ら
れ
る
社

会
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成28年度　愛知県立愛知商業高等学校卒業
小 島 隆 正 さん

平成18年度　愛知県立豊橋西高等学校卒業
細 田 久美子 さん愛 知 の 若 者

　

各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
加
入
す
る
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
愛
知
県
公
立
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（「
愛
知
県
高
Ｐ
連
」）

に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

組
織
と
活
動
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
員

　

  

愛
知
県
の
公
立
高
等
学
校
及
び
特
別

支
援
学
校
（
名
古
屋
市
立
除
く
）
合

わ
せ
て
181
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
加
入

す
る
組
織
で
す
。
会
員
数
は
約
12
万

人
余
で
す
。

●
目
的
と
事
業

　

  

会
員
相
互
の
連
携
と
協
力
を
図
り
、

教
育
の
振
興
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

⑴  

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
研
究
・
調
査
及
び
連

絡
調
整

⑵  

会
員
の
研
修

⑶  

教
育
環
境
の
整
備
促
進

⑷  

児
童
生
徒
の
安
全
・
健
康
と
福
祉
の

増
進

⑸  

広
報
誌
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
の
発
行

⑹
地
区
研
修
会
の
実
施

●
会
費
（
１
人
年
額
・
円
）

●  
愛
知
県
高
Ｐ
連
総
会
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者

　

研
修
会
（
研
修
会
は
県
教
委
と
共
催
）

　

期
日　

５
月
27
日
（
金
）

　

会
場　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

●
東
海
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
愛
知
大
会
）

　

期
日　

６
月
17
日
（
金
）

　

会
場　

名
古
屋
市
公
会
堂

●
全
国
高
Ｐ
連
第
71
回
大
会
（
石
川
大
会
）

　

期
日　

８
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）

　

会
場　

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
他

●
地
区
別
研
修
会

　

  

県
内
５
地
区
（
名
瀬
・
尾
張
・
知
多
・

西
三
・
東
三
）
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

●
見
舞
金
の
支
給
対
象

○  

児
童
生
徒
の
学
校
管
理
下
（
香
料
は
学

校
管
理
下
外
で
も
支
給
）
に
お
け
る
災
害

○  

保
護
者
及
び
児
童
生
徒
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
中
に
お
け
る
災
害

●
支
給
要
件

○  

児
童
生
徒
が
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
に
、
保
護
者
が
愛
知
県
高
Ｐ

連
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

○  

高
校
在
学
中
及
び
高
Ｐ
連
に
加
入
し

て
い
る
間
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
る

こ
と
。

●
支
給
対
象
外

　

  

故
意
、
第
三
者
か
ら
の
加
害
事
故
の

場
合
な
ど
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

●
申
請
手
続
き

　

  

学
校
が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
支
払
い
決
定
を
受
け
て
申
請

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

●  

児
童
生
徒
の
学
校
管
理
下
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る
見
舞
金
の
額

○  

死
亡
見
舞
金 

500
万
円

　
（
登
下
校
中
は
250
万
円
）

○  

障
害
見
舞
金

　

  

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
障
害

見
舞
金
の
20
％
の
金
額

○  

歯
牙
欠
損
見
舞
金

　

  

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
歯
牙

欠
損
見
舞
金
の
20
％
の
金
額

○  

治
療
見
舞
金

　

  

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
申

請
し
た
医
療
費
総
額
（
給
付
金
請
求

額
合
計
）
が
月
額
７
万
５
千
円
以
上

の
場
合
、
そ
の
８
％
の
金
額
（
千
円

未
満
切
捨
て
）

　

  （
注
）
た
だ
し
、
医
療
費
総
額
が
26

万
７
千
円
以
上
の
場
合
に
は
、
高
額

療
養
費
制
度
に
関
す
る
計
算
方
法
に

よ
り
ま
す
。

○  

香
料 

５
万
円

○  

供
花
料
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
供
花
料
の
支
払
が
あ
っ
た

場
合
） 

５
万
円

●  

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
に
お
け
る
保
護
者
・

児
童
生
徒
の
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

○  

死
亡
見
舞
金 

300
万
円

　

  （
児
童
生
徒
の
自
宅
と
会
場
の
途
上

で
の
災
害
に
よ
る
場
合
は
半
額
）

○  

治
療
見
舞
金

　

入
院
８
日
〜
30
日　
　

10
万
円

　

入
院
31
日
以
上　
　
　

20
万
円

●
掛
金

○  

掛
金
は
不
要
で
す
。
平
成
18
年
度
ま

で
存
続
し
た
愛
知
県
立
学
校
安
全
互

助
会
の
積
立
金
が
愛
知
県
高
Ｐ
連
に

移
管
さ
れ
、
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
の
性
格
と
加
入
生
徒
数

　

  

全
国
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
賠
償
責
任

保
険
で
す
。

　

  

愛
知
県
高
Ｐ
連
に
加
盟
す
る
学
校
の

児
童
生
徒
の
約
82
％
に
当
た
る
10
万

人
余
り
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

●
補
償
の
対
象

　

  

日
本
国
内
に
お
け
る
高
校
生
の
生
活

全
般
に
起
因
す
る
賠
償
責
任
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
遂
行
に
起
因
す
る
賠
償
責
任

を
24
時
間
補
償
し
ま
す
。

●
掛
金
と
加
入
手
続
き

　

  

年
間
１
人
当
り
400
円
。
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
単
位
で
団
体
加
入
し
ま
す
。

●
事
故
の
報
告

　

  

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
生
徒
・

保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
の
性
格

○  

愛
知
県
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
団
体
保

険
で
す
。

○  

生
徒
個
人
が
入
学
時
に
任
意
で
加
入

し
ま
す
。

○  

「
自
転
車
総
合
保
険
」
と
「
こ
ど
も

総
合
保
険
」
を
合
わ
せ
、
生
徒
の
傷

害
と
賠
償
責
任
に
つ
い
て
24
時
間
補

償
し
ま
す
。

○  

補
償
期
間
は
高
校
入
学
時
か
ら
３
年

間
（
定
時
制
課
程
は
４
年
間
）
で
す
。

●
加
入
者
数

　

 

毎
年
１
万
人
を
超
え
る
新
入
生
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

●
団
体
割
引

　

 

団
体
保
険
で
あ
る
た
め
、
個
人
で
契

約
す
る
よ
り
も
保
険
料
が
30
％
割
引

と
な
り
ま
す
。

●
育
英
高
額
プ
ラ
ン
を
設
定

　

  

平
成
27
年
度
入
学
生
か
ら
、
育
英
費

用
に
最
高
１
千
万
円
を
上
乗
せ
す
る

プ
ラ
ン
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

●
加
入
手
続
き

　

 

３
月
下
旬
の
合
格
者
出
校
日
に
各
学

校
に
お
い
て
、
募
集
書
類
を
配
付
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
申
込
書

を
期
限
ま
で
に
郵
送
す
れ
ば
、
入
学

式
の
翌
日
か
ら
補
償
さ
れ
ま
す
。

●
事
故
の
報
告

　

  

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

愛
知
県
高
Ｐ
連
見
舞
金
支
給
制
度

全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度

愛
知
県
高
Ｐ
連
高
校
生
総
合
保
障
制
度

令
和
４
年
度
の
主
要
行
事
予
定

年 会 費

高等学校

全
　
　
日
　
　
制

150

定
　
時
・
通
信
制

100

専
　
　
攻
　
　
科

150

特別支援
学校

高
等
部
・
専
攻
科

100

幼
・
小
・
中
学
部

50

【あいち暮らしWEB
キャラクター ピッピ】

　民法の改正により、2022年４月１日
から成年年齢が20歳から18歳に引き下
げられます。
　成年年齢の引下げは、18歳、19歳の
若者の自己決定権を尊重し、その積極
的な社会参加を促すものである一方、
未成年者が保護者の同意を得ずに契約
した場合に、その契約を原則取り消す
ことができる未成年者取消権による保
護がなくなるため、新たに成人となる18歳、19歳の消費者トラブルの増加が懸念されます。
　消費者トラブルを未然に防止するために、ご家庭においても、「契約」や「消費者トラ
ブル」について話題にしていただくとともに、日頃からお子様とコミュニケーションを
取っていただき、困ったときに相談できる環境作りを心掛けましょう。

■契約とは　「契約」とは、「法的な責任が生じる約束」のことで、当事者双方の合意
によって成立します。「契約」というと、「契約書を交わす約束」というイメージを持
たれがちですが、原則として、口約束でも成立します。
　また、契約が成立すると、正当な理由がない限り、一方的にやめることができなくな
ります。
■若者に多い消費者トラブル　若者に多い消費者トラブルとして、「カウンセリングの
つもりでエステに行ったら、高額なコースを勧められて契約してしまった」、「イン
ターネット通販で、お試しのつもりで申し込んだら、実は定期購入だった」、「お金を
簡単に稼げるとの広告に誘われ、副業や投資で高い収入を得るためのノウハウと称する
『情報商材』を購入したが、全く儲からない」といった相談などが寄せられています。
■消費者トラブルの相談先は　トラブルに遭ったり、疑問に思った場合は、すぐに｢消費
者ホットライン☎188（いやや！）｣に御相談ください。
　　【消費者ホットライン　☎１８８（いやや！）】
　 　 （※最寄りの消費生活相談窓口につながります。）
　　【愛知県消費生活総合センター　０５２  ‒９６２  ‒０９９９】
■若者の消費者トラブル防止メッセージ動画を配信！　成年年齢引
下げによる若者の消費者トラブルの増加を防止するため、民法改正に
伴う注意点等を広く呼びかけるメッセージ動画「18歳からの大人大
作戦!!!」をYouTubeで配信しています。35秒のアニメーション動画で
す。ぜひ、御覧ください！
■もっと詳しく学ぶには　愛知県では、「あいち暮らしWEB」で消費
者トラブル事例を紹介しています。

18歳から成人に！4月から成年年齢が引き下げられます！

メッセージ動画は
こちらから▲

▶

YouTubeチャンネル
「消費生活情報あいち暮らしWEB」はこちらから


